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１．はじめに 

2011年3月11日に発生した東日本大震災に

より、クロマツ海岸林は、白砂青松といった景

観的要素から防災林としての機能が注目され

るようになった。 

クロマツ海岸林の生育状態は気候や地域特

性、人的管理条件等によって左右されるが、近

年、マツクイムシによる被害や土壌の過湿化等

によって、クロマツ海岸林が持つ防災機能や景

観的価値の減少が懸念されている。 

この様な状況に対応するには、海岸林の生育

状態を定期的に調査するとともに、必要に応じ

て適切な対応を取らなければならない。しかし、

広範囲にわたり植林されたクロマツ海岸林の

生育状態を地上から把握することは、作業効率

や経済面から困難である。そこで、クロマツ海

岸林の生育状態を把握する手段として、我々は

衛星リモートセンシング技術に着目した1)2）。 

衛星リモートセンシングは、地球観測衛星を

使って、広範囲の場所を定期的に観測すること

ができるという特徴を持っている。また近年、

米国のLandsat衛星データはUSGS(United 

States Geological Survey)ならびに我が国の

（独）産業技術総合研究所において、インター

ネット上から無償で入手できる環境が整って

いる。特に、2013年2月に打ち上げられた

Landsat-8 に搭載された OLI(Operational 

Land Imager)センサは、観測幅約180km、地

上分解能約30mで可視光から近赤外、単波長赤

外を観測し、そのデータのダイナミックレンジ

は12ビットと、従来の8ビットより多いため、

より詳細な情報が得られるものと期待されて

いる。 

本研究は、最終的に衛星データからクロマツ

海岸林の植生状態を診断することを目的とし

ている。これを実施するためには、あらかじめ

海岸に生育する様々な植生の中から、クロマツ

海岸林のみを抽出する必要がある。このため本

稿は、Landsat-8が観測した各バンドの1年間 

図-1 千葉県長生郡白子町九十九里海岸林の 

地理的位置 

 

の季節変化から、クロマツ海岸林の分光反射の

特徴について把握した結果を報告する。 

 

２．研究対象地域 

 研究対象地域は、図-1に示すとおり千葉県長

生郡白子町の九十九里海岸林である。中央には

九十九里有料道路が縦断しており、その両側に

クロマツ海岸林が生育している。この地域は近

郊に工業地帯がないため大気汚染もなく植生

評価に適している環境といえる。しかし、地下

水の上昇やマツクイムシの被害により、近年、

そのほとんどが伐採されている。このため、新

たに、クロマツ、トベラ、マサキの苗木が植栽

され、クロマツ林だけでなく多種多様な植生が

混在している。 

 

３．クロマツ海岸林の植生状態の解析手法 

本稿で解析に使用した衛星データは、（独）

産業技術総合研究所が無料で配信している

2014年11月23日から2015年9月23日までで、

雲の影響を受けていないLandsat-8のOLIデー

タである。各データは季節による輝度の違いを

排除するためにDN(デジタル・ナンバー)を反

射率に変換した後、地理的位置を一致させるた

めに幾何補正処理を施した。 
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４．解析結果 

 図-2、図-3および図-4は、クロマツ壮齢林、

クロマツ幼齢林および草地における季節変化

による分光反射特性を示す。ここで、バンド2

は青波長、バンド3は緑波長、バンド4は赤波

長、バンド5は近赤外波長、バンド6は短波長

赤外である。植物の分光反射の特徴として、バ

ンド4はクロロフィルの吸収による反射率の低

下、バンド5は植生以外に比べて反射率は高い

傾向を示す。 

 各植生ともに、バンド2およびバンド3は季

節に対してほとんど変化が見られない。これに

対してバンド4は、夏季は低く冬季は高い傾向

を示す。これは、夏季はクロロフィル量が増加

しているものと思われる。 

 植生毎のバンド5（近赤外波長）の反射率の

特徴は、それぞれの植生において夏季は高く、

冬季は低い傾向を示す。特にクロマツ幼齢林と

草地は夏季と冬季の反射率の差が大きい。クロ

マツ幼齢林の場合、夏季は樹木周辺に草が生い

茂るため、草の分光反射が影響しているものと

考えられる。 

 また、バンド6（短波長赤外）の反射率の特

徴は、クロマツ壮齢林が最も低く、次いでクロ

マツ幼齢林、草地の順である。特に、草地にお

いて夏季は反射率が低く、冬季は高い傾向を示

す。これは植物の葉量との関連性が考えられる。 

 以上より、各植生の違いは、冬季の観測デー

タに顕著に表れていることが判明した。図-5

は、冬季における各植生の分光反射特性を示し

たものである。クロマツ壮齢林は、バンド4と

バンド6で最も低く、バンド5で最も高い傾向

を示す。これより衛星データを使って海岸植生

の中からクロマツ壮齢林を抽出するには、草の

影響を排除できる冬季に観測したデータが有

効であると考えられる。 

 

５．おわりに 

 Landsat-8は可視光において地上分解能

15mでも観測している（バンド8）。今後は、

本結果を踏まえ、地上分解能15mのデータを加

えクロマツ海岸林の抽出と植生評価方法につ

いて検討を行うものとする。 
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図‐2 クロマツ壮齢林の季節変化における 

分光反射特性 

 

 
図‐3 クロマツ幼齢林の季節変化における 

分光反射特性 

 

 
図‐4 草地の季節変化における分光反射特性 

 

 
図‐5 異なる植生の分光反射特性 

（2015年1月10日観測データ使用） 
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